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本邦における対流圏の風向別気温の研究（3）＊

斎 藤 昭＊＊

　要　旨

　飾報に引続き・本邦の冬季の対流圏中層部500mb面において，風向別平均気温の地理的分布，風向別気

温と風速との関係および風向別気温の気象学的機構の型にっいて明らかにした．

　1．緒　言

　筆者は，すでに，本誌において，対流圏の風向別気温

の統計的特徴や，対流圏下層部の850mbおよび700mb

面について，風向別気温の気象学的機構を明らかにした

が，今回は，500mb面をとり，まだ十分に吟味を試み

ていない風向別平均気温の地理的分布，風向別気温と風

速との関係および風向別気温の気象学的機構の型につい

て調査を行ない，まとめてみた．

　500mb面においては，風向別気温の地域差が明瞭で

あるので，地域差をも吟味するため，第3章および第4

章においても，札幌，館野，福岡の3地点について解析

を行なった．

　なお，資料は，Aerological　Data　of　Japan所載の

1958年から1970年までの1月の9時，21時の風向，風

，速，気温および印刷天気図を用いた．

　2．風向別平均気温の地理的分布

　500mb面においては，風向別平均気温と風向との間

に明瞭な関係が認められる地域と，認められない地域と

があるので，その地理的分布を明らかにしてみる．

　上記の資料を用い，風向別平均気温を求めると，第1

表のようになる．

　これより，風向別平均気温と風向との関係を，次のよ

うな基準により，規則型，不規則型1，不規則型五の3

型に分け　（出現度数が1のものは除く），その分布を示

すと，第1図のようになる．

　規則型：風向別平均気温が，風向の北分が減少し，ま

た，南分が増加するに従って上昇する（傾向がある）．

　不規則型1：風向別平均気温と風向との間に明瞭な関

係が認められない．

　不規則型n：不規則型1と同様の傾向があり，かっ，

、風向別気温の風向による変化が小さい．
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第1図 風向別平均気温の型の分布，Aは規則型，

Bは不規則型1，Cは不規則型丑を表わす．

　第1図より明らかなように．秋田を除く本州，九州の

各地点，名瀬，嘉手納は規則型を示す．しかし，北海道

の各地点および秋田は，不規則型1，石垣島，南大東島

は，不規則型丑を示す．

　3．風向別気温と風速との関係

　次に，札幌，館野，福岡の3地点をとり，風向別気温

が，風速とどのような関係を示すかを解明してみる．

　上述の各地点の1958～1967年の10年間の1月の9時お

よび21時の気温について，第三・四分位値（札幌一31．9

。C，館野一22．90C，福岡一19．9。C）以上を高温，第

一・四分位値（札幌一38．40C，館野一29．10C，福岡

一26．60C）未満を低温，第一・四分位値以上第三・四

分位値未満を並温とし，また，風速を10m／sの区間に
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a）札幌

本邦における対流圏の風向別気温の研究（3）

第2表　風向別，風速別の気温階級別出現度数
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風　速
（m／s）

1～10
11～20

21～30

31～40

41～50

51～60

61～70

風　速
（m／s）

1～10
11～20

21～30

31～40

41～50

51～60

61～70

N

1 m h

1

1

S

1

1

m
3

h

2

NNW
1

3
2
1

m
4
4
2
2

h

1
3

SSE

1

2

m

2

h

1

1

NW
1

4
10

2

m
5

17

8
5

h

1
3
3
4

SE

1

1

m

1

h

WNW
1

2
16

11

4

m
4

16

28

13

6

h

1
8

10

8
4
5

ESE

1

5

m
1
2

h

W
1

4
9

21

2

m
13

14

28

18

6
1

h

2
5

13

10

5

E

1

1

m h

1

WSW
1

2
10

14

8

m
2

12

18

13

2

h

1
3

11

10

5

ENE

1 m h

SW

1

3
3

1

m
4
8
7
9

h

1
3
3
4

NE
1，

1

m h

4

SSW

1

4
1
2

m h

1
2

NNE

1 m
3
1

h

2
2

　（注）第2表においてhは高温，mは並温，

b）館野

1は低温を表わす．

風速（m／s）

　1～10

　11～20

　21～30

　31～40

　41～50

　51～60

　61～70

c）福岡

NNW
1

1

m h

NW
1

2
6
1

m h

1

WNW
1

12

8
5
1

m

1
26

28

10

3
1

h

3
4
7
5

W
1

2
16

39

14

4
1

m

12

43

57

19

11

2

h

14

30

33

6
2

WSW
1

2
4

16

10

2
2

m

21

27

16

6
1

h

1
8

17

9
2
3

SW

1

1
4

m h

1
2
3
3

SSW

1

1

m

2

h

風速（m／s）

1～工0

11～20

21～30

31～40

41～50

51～60

61～70

N

1

1

m h

NNW
1

1

m

2

h

NW
1

5
1
3

m

2
3
2

h

1

WNW
1

5
19

18

8
4

m
1
8

30

21

19

3

h

1
3
2
8
5

W
1

5
12

28

24

5

m

5
47

59

45

13

h

3
27

38

13

8
1

WSW
1

7
4
5

m h

5　　2

18『10

15　22

8　　4

2
1

SW

1

1

m h

1
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264 本邦における対流圏の風向別気温の研究（3）

分け，風向別，風速区間別に，上の3階級に区分した気

温の度数を示すと，第2表（a）～（c）のようになる．

　まず，館野についてみると，風向別気温は，風速とも

かなり顕著な関係を示している．

　すなわち，1～20m／s（WおよびWSWでは1～30
m／s）の風速において，低温が卓越し，31～70m／sの風

速においては，WおよびWSWに高温が卓越する傾向

がある．また，並温は，21～40m／sの風速において，

NNW～WNWに卓越する傾向がある．

　札幌においても，出現度数の少ない東分を持った風を

除き，高温および低温については，館野と類似の傾向が

ある．しかし，高温の卓越する風向がNW～WSWであ

ることは，風速との関係が，館野より著しいことを示し

ている．また，並温の卓越する風速は，風向によりまち

まちである．

　福岡においては，傾向がやや異なり，高温および低温

の出現度数は，風向との関係が顕著である．すなわち，

NNW～WNWに低温が卓越し，WおよびWSWでは
高温が卓越する傾向がある．また，並温の卓越する場合

は少ない．

　4．風向別気温の気象学的機構の型

　さらに，500mb面における風向別気温の気象学的機

構の解析を行ない，それを型に分類し，吟味してみる．

　前章と同じ地点をとり，1966～1970年　（1969年は館

野，福岡が著しい暖冬であるので除く）1月につき，風

向別気温の機構を500mb天気図により解析し，型に分

類して示すと，第3表（a）～（1）のようになる．

a）N 第3表　風向別気温の気象学的機構の型とその平均気温および度数

型

TBW
TBS

TB・RFW

札 幌

平均気温
　（OC）

一32．0

－40．5

－31．7

度　　数

館 野

平均気温
　（OC） 度　　数

福 岡

平纏剰度数

b）NNW

型

TBC
TBCノ

札 幌

平糖測度数
一40．6

－38．6

4
1

館 野

平纏測度 数

福 岡

t平糖測度数

c）NW

型

TBC
TBC／

TBW
TBW’
TBS

TMC／
TB・RFC

TB・RFC／

TB・RFW

RFW
RFS

札 幌

平均気温
　（OC）

一38．3

－36．9

－32．0

－35．O

一31．9

－31．2

－32．4

度　　数

館 野

平均気温
　（。C）

一31．5

－31．O

一26．3

一24．9

度　　数

4
1

1

福 岡

平均気温
　（OC）

一27．7

－24．5

一28．4

一25．5

－25．1

度　　数

1

54 、天気”19．5．



d）WNW

本邦における対流圏の風向別気温の研究（3）

第3表

265

型

TFC
TFC／

TFW／
TFS

TMC
TMW
TMS
TBC
TBC／

TBW
TBW／
TBS
TB・RFC／

TB・RFW

RFC
RFW
RFS

RMC
RMW
ZC

ZW

札 幌

平均気温
　（OC）

一41．3

－41．O

一33．3

－38．3

－4L　O

－36．2

～34．9

－40．7

一30．5

－32．2

一31．3

－37．1

度　　数

4
1

館 野

平均気温
　（OC）

一35．0

－29．5

－24．5

－25．6

－26．3

－29．9

－26．O

－29．7

－23．6

－22．8

－27．7

一21．7

度　　数

5
4
1
1
1
1
2
1
3
2
1

2

福 岡

平均気温
　（OC）一

一19．7

－31．0

－23．4

一26．1

－25．3

－19．8

－19．2

－25．3

一23．2

一19．8

度　　数

11

2
2
1
3

2

6

　これらの表における型の記号は，次の事項を示す．

　R：気圧の嶺，T：気圧の谷，Z：等高線がほぼ東西

に直線状に走る，F：前面，B：後面，M：中軸部，

C：寒気流入，Cノ：寒気衰弱，W：暖気流入，W：暖

気衰弱，S：寒暖気の流入なし．

　たとえば，TBCは，気圧の谷の後面寒気流入型を，

また，RB・TFWは，気圧の嶺の後面・気圧の谷の前面

暖気流入型を表わす．

　また，C，Cノ，W，Wノ，Sの判定には，便宜的に定

めた次のような基準と，天気図解析の結果とを併用し

た．

　C　その年の1月平均気温より低温で，前日（の同時

刻）に比し，気温が1。C以上下降している．

　C，その年の1月平均気温より低温であるが，前日

（の同時刻）に比し，気温が1。C以上上昇している．

　Wその年の1月平均気温より高温で，前日（の同時

刻）に比し，気温が10C以上上昇している．

　Wノその年の1月平均気温より高温であるが，前日の

（の同時刻）に比し，気温が1。C以上下降している．

1972年5月

S前日（の同時刻）に比し，気温の変動が1。C未満で

ある．

　出現度数の比較的多い風向につき，上記地点の風向別

気温の機構の型の特徴を述べてみる（以下の文中におけ

る気温は，度数2以上の型においては平均値を示し，ま

た，高温および低温は，第3章と同一である）．

　1）館　野

　NW　TBCが，最も度数が多く，気温の最低値
一31．50Cを示す．また，暖気流入型のRFWもあり，

気温の最高値一24．90Cを示す．

　WNW　TBCが，度数が多く，気温の最低値一35．0。C

を示す．また，RFW等暖気流入する型の度数も比較的

多い．気温の最高値は，ZWの一21．70Cである．

　W　数多くの型が出現するが，TFCを筆頭に寒気流

入型が卓越する．気温の最低値は，TMCの一33．70C

である．また，RBWをはじめ暖気流入型の度数も比較

的多い．気温の最高値は，TB・RFSの一20．4。Cであ

る．

WSW　TFCが卓越し，また，低温を示す．気温の最低

55
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e）W
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第3表

型

TFC
TFC’

TFW
TFW／
TFS

TMC
TMC’

TMW
TMW／
TMS
TBC
TBC’

TBW
TBS
TB・RFW

TB・RFS

RFC
RFC／

RFW
R．FS

RMC，

RMW
RMW，
RBW
RB・TFW

RB・TFS

ZC
ZC／

ZW
ZW／

ZS

札 幌

平均気温
　（OC）

一39．7

－38．7

－34．3

－35．3

－38．4

－38．9

－37．3

一31．7

－39．4

－38．1

一31．8

一27．5

一30．4

一37．0

－33．3

度　　数

4
2
2
2
2
2
1

1
4
1

2

2

1

館 野

平均気温
　（OC）

一28．7

一21．1

－22．8

一33．7

－30．5

－22．8

一31．1

－31．0

－31．1

一22．7

－24．4

－20．4

一23．5

－24．8

－26．5

－23．9

－22．1

－23．1

一22．7

－27．4

－30．1

－20．5

－23．6

－25．8

度　　数

2
1
2
3
2
4

福 岡

平均気温
　（OC）

一23．4

－23．1

－20．1

－19．7

－20．5

－26．4

－23．4

－21．6

－20．8

－22．4

－25．3

－29．9

－22．9

－24．1

一27．3

－24．2

－21．7

－23．5

一17．7

一20．2

－20．7

一25．9

一19．5

－22．4

－20．9

度　　数

5
2
4
4
6
6
3
2
1
3
3
2
1
1

7

1

値は，RB・TFCの一33．1。Cである．また，TFWをは

’じめ暖気流入型があり，高温を示す．気温の最高値は，

RBWの一19．10Cである．

　2）札　幌

NNW　TBCが卓越し，気温の最低値一40．60Cを示

す．気温の最高値は，TBC’の一38．60Cである．

　NW　TBC　が度数が多く，また，気温の最低値

一38．30Cを示す．TB・RFW等暖気流入型の度数も，

比較的多い．気温の最高値は，RFWの一31．20Cであ
る．

36

　WNW　TBC等寒気流入型やTBCノ等の寒気衰弱型

の度数が多い．気温の最低値は，TFCの一41．3。Cで

ある．また，RFW等暖気流入型の度数も多く，気温の

最高値一30．5。Cを示すこの型を筆頭に，高温を示すも

のが多いことは注目すべきである．

　W　TFCをはじめ寒気流入型の度数が多く，気温の

最低値一39．7。Cを示すこの型を筆頭に，すべて低温を

示す．また，気温の最高値一27．5。Cを示すRMWを

はじめ暖気流入型の度数も比較的多い．

　WSW　TFCをはじめ寒気流入型の度数が多く，型の

、天気”19．5．



f）WSW

本邦における対流圏の風向別気温の研究（3）

　　　　　　第3表

型

TFC
TFC／

TFW
TFW／
TFS

TBC
RMC
RMW
RBC
RBC／

RBW
RBW／
RB・TFC

RB・TFW

RB・TFW／

ZS

札 幌

平均気温
　（。C）

一40．1

－36．4

－33．3

－36．5

－31．6

－41．7

－32．9

－37．3

－29．2

－35．1

－31．9

－34．1

度　　数

6
2
1
1
1
1

1
2

2
2

1
1

館 野

平均気温
　（OC）

一29．8

－22．8

－27．1

－28．3

－27．3

－19．1

－33．1

－22．9

－23．2

－25．2

度　　数

10

3
4
4

1
2

1
2
1
1

福 岡

平均気温
　（OC）

一26．8

－22．5

－22．8

－22．3

－24．8

－19．2

－15．6

度　　数

6

1
1
1

1

3

1

9）SW

型

TFC

TFW
TFW，
TFS

RBW
RB・TFC

RB・TFW，

札 幌

平均気温
　（。C）

一38．9

－33．2

－36．7

－38．1

－33．O

度　　数

2

2
3

2
2

館 野

平均気温
　（OC）

一15．0

－17．9

度　　数

1

1

福 岡

平均気温
　（OC） 度　　数

h）SSW

型

TFC

RBW

札 幌

平箆列度
一40．4

－26．6

数

館 野

平糖列度数
福 岡

平掩列度数
一27．3 1

i）SSE

型
札 幌

平糖列度 数

RB・TFwl－2丘91 1

館 野

平掩列度数

t 1

福 岡

平掩列度数

1
ig72年5月
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j）SE

本邦における対流圏の風向別気温の研究（3）

第3表

型

TFW

札 幌

平均気温
　（OC）

1－2生4

度　　数

1

館 野

平均気温
　（OC）

t
度　　数

1

福 岡

平縛列度数

t
k）NE

型

TBC
TB・RFC／

RFS

札 幌

平均気温
　（OC）

一44．O

－38．3

度　　数

館 野

平均気温
　（OC） 度　　数

福 岡

平均気温
　（OC）

一21．7

度　　数

1

1）NNE

型

TBC／

TBS

札 幌

平掩剰度数
一35．

一26．

館 野

平掩列度 数

福 岡

平掩列度数

多くは低温を示すことは注日すべきである．また，気温

の最低値は，TBCの一41．7CCである．これに対して，

暖気流入型は，度数が少ない．気温の最高値は，RBW

の一29．20Cである．

　SW　気温の最低値一38．90Cを示すTFC等の寒気

流入型と，気温の最高値一33．OOCを示すRB・TFWノ

等の暖気衰弱型がおもである．

　3）福　岡

　NW　TBC等寒気流入する型の度数がやや多い．気

温の最低値は，TBSの一28．40C，気温の最高値は，TBCノ

の一24．5。Cである．

　WNW　TBCをはじめ寒気流入型の度数が多い．気

温の最低値は，TFSの一31．OOCである．また，RFW

をはじめ暖気流入型の度数も比較的多い．気温の最高値

は，TBWノの一19．20Cである．

　W種々の型が出現するが，気温の最高値一17．7。C

を示すRMWをはじめ暖気流入型が卓越する．また，

TMC等の寒気流入型やTFS等の寒暖気の流入のな

い型の度数も比較的多い．気温の最低値は，TBC’の

一29．90Cである．

WSW　TFCが卓越し，また，気温の最低値一26．80C

58

を示す．また，RBW等の暖気流入型の度数も比較的多

い．気温の最高値は，RB・TFWの一15．6。Cである．

　終りに，各地点を通して，風向別気温の機構の型の特

徴の留意点を述べてみる．

　まず，各地点とも，出現度数の少ない風向を除き，同

一の風向に種々の型があり，機構は複雑であることがわ

かる．

　また，WNWにおいて，RFW等の暖気流入型，

WSWにおいて，TFC等の寒気流入型の度数が，かな

り多いことも注目すべきである．

　さらに，札幌においては，風向別平均気温が不規則型

を示すが，型の特徴にも，2）に示すように，著しい差

異が認められる．

　5．結　語

　500mb面においては，風向別気温の地域差がかなり

著しく，以上の調査により，この点が解明された．

　また，風向別気温の気象学的機構の型の分類も，前報

よりの課題であり，これにより，機構の型の調査は，一

応，完結したと思われる．

　さらに，対流圏上層や，世界の他の地域についても，

同様の研究が必要であるので，調査を進めて行きたい．

寒天気”19．5．
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第16期　第18回常任理事会議事録

日　時　昭和47年3月24日（金）15h～19h

出席者　大田，関口，大井，小平，藤原，神山，駒林，

　　　　関原，北川，岸保，各常任理事

列席者　窪田長期計画委員長，丸山長期計画委員，鈴木

　　　　庶務委員

報告抜葦

　〔庶　務〕

　1．2月29日（財）東レ科学振興会々長から，昭和46

年度東レ科学技術賞ならびに同科学技術研究助成金受領

者の決定通知がきた．本学会推薦は入選しなかった．

　2．3月9日，日本学術会議会長から，3月27日，日

本学術会議講堂で，学術会議と学，協会との懇談会を開

催すると通知がきた．大井理事が出席する．

　3．2月21日，各理事に，学会賞，藤原賞受賞候補者

について書面審査を依頼した．その結果全員可であった

ので2月28日付けで各受賞者に通知した．

　4．2月22日，各理事に，総会提出議題（会費値上げ

に伴う定款の一部改正外1件）について書面審査を依頼

した．

　結果　可22名，未回答2名，また沢田理事から奨励金

受領者選定規定の一部改正についての提案理由につき意

見が寄せられた．

　5．2月28日，朝日学術奨励金候補として新田勅会員

（東京学芸大）外2名の「熱帯大気中における大規模じ

ょう乱の研究」を推薦した．

　6．3月1日，各支部長に，現在の会員名簿原稿を添

え，4月1日現在に訂正方の依頼をした．

　7．3月8日，各理事に，沖縄復帰に伴う措置にっい

ての総会提出追加議題と，関西支部規約の一部改正につ

いて書面審査を依頼した．

結果　沖縄復帰に伴う措置について　可21，未回答3．

　1972年5月

　　　関西支部規約の一部改正　可20，保留1，未回答3．

　8．3月24日，日本気象学会関西支部規約の一部改正

を承認した．

　〔会　計〕

　1．2月分会計報告

　2．大気放射国際会議の寄付金募金状況

　内諾額88万円　入金額191万円　計279万円

　〔気象集誌〕

　気象集誌の寄贈，交換については，原則として交換を

中止する方向で再度検討する．

　〔ノート〕

　No・111，No・112，No・113の予定報告．

　地方公共団体等（公害関係〉に日本気象学会入会のお

さそい状を出したい．

　（議題とする）、

議　題

　1．総会準備について

　1）提出議題　次の3件とする．

　・会費値上げに伴う定款の一部改正

　・沖縄支部設置と沖縄地区選出の理事の定数を1名と

する細則の一部改正

　・学会奨励金受領者選定規定改正

　2）理事長あいさつ

　3）事業経過報告

　4）事業計画

　5）予算案

　配付の資料について議論された．次回の常任理事会で

更に検討する．

　2．日本気象学会長期計画について

　秋までに答申案を提出することとし，総会では経過報

告をする．

詔


